建築基準法第１２条第５項に基づく鉄骨工事施工状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

八千代市建築主事　様

	報告者
	建築主
住所・氏名
	〒

　　　　　　　　　　　　　  　　　　    ㊞　　tel

	報告書の

作成者
	工事監理者
住所・氏名
	（   ）級建築士（　　　　　　）登録　第　　　　　　　号

㊞　　tel

	
	構造担当者
住所・氏名
	

	建築工事名称
	

	建築場所
	

	設計者住所・氏名
	（   ）級建築士（　　　　　　）登録　第　　　　　　　号



	構造設計担当者
住所・氏名
	

	工事施工者
住所・氏名
	建設業の許可（特・般）第　　　　　号

	確認年月日及び番号
	　　年　　月　　日　　　　　第　　　　　　　　号

	建築物の概要
及び
鉄骨工事の概要

	敷地

面積
	㎡
	建築

面積
	㎡
	延べ

面積
	㎡

	
	階数
	地上　　階
地下　　階
	主要用途
	
	構造
	

	
	軒高
	ｍ
	最大梁間
	ｍ
	架構形式
	X:

Y:

	
	鉄骨
総重量
	(規格毎に記入)
t    
	使用材料の最大板厚
（ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄを除く）
	　　　　mm

	
	最大

柱寸法
	
	最大

針せい
	
	総柱

本数
	


＊行政庁記入欄

	受付　年　月　日
	
	指　示　事　項
	経　　　　過

	
	
	
	

	構造耐力上主要な部分に使用した鋼材の種類及び部位（使用した鋼材の品質証明書の原本すること。）
	部　　　　位
	鋼材の種類
	ミルシートの有無

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	鋼材の流通経路等
	

	工場における鉄骨加工の状況
	溶接継目の部位、鋼材の種類及び許容応力度
	部　　　　位
	鋼材の種類
	許容応力度（1.0F，0.9F）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	鉄骨加工工場の

住所・名称
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｸﾞﾚｰﾄﾞ

認定年月日　　　　　年　　月　　日　　番号

	
	鉄骨加工の

状況
	①すみ肉溶接のはだすき:良・不良
	②すみ肉溶接の脚長　　　 　:良・不良　　　

	
	
	③突合せ溶接の開先角度:良・不良
	④突合せ溶接のﾙｰﾄ面,ﾙｰﾄ間隔:良・不良

	
	
	⑤スカラップの加工　　:良・不良
	⑥エンドタブの取付け　　　 :良・不良

	
	
	⑦仮付け溶接の施工状況 :良・不良
	⑧裏あて金の施工状況 　　  :良・不良

	
	
	⑨裏はつりの施工状況　:良・不良
	⑩ｽﾗｸﾞ,ｽﾊﾟｯﾀの除去   　　  :良・不良

	
	
	⑪溶接部の外観（食違い、ﾋﾞｰドのｻｲｽﾞ、ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ等）　　　   :良・不良

	
	
	⑫部材表面の状況（ガス切断面、表面の傷等）　　　　　　　  :良・不良

	
	
	⑬その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  :良・不良

	
	
	⑭不具合の処理状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  :良・不良

	
	鉄骨加工状況に関する所見
	

	工場における鉄骨溶接加工に関する検査結果
	検査を行った者の住所・氏名
	
	資格
	

	
	検査結果の概要
	


	工事現場における鉄骨工事の状況
	柱脚部及び建て方工事
	検査項目
	検査方法
	検査を行った者
	検査結果

	
	
	①RC部との接合（柱脚等）
	設計図書との照合
	
	良・不良

	
	
	②ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの埋込､締付け等
	設計図書との照合
	
	良・不良

	
	
	③建方・建方精度
	建入れ直し､仮締めﾎﾞﾙﾄ､建方精度
	
	良・不良

	
	
	
	
	
	良・不良

	
	溶接工事
	①施工要領書の承認
	設計図書との照合
	
	良・不良

	
	
	②溶接工の承認
	資格証、技量確認試験
	
	良・不良

	
	
	③開先形状･ﾙｰﾄ間隔

目違い
	目視、溶接ｹﾞｰｼﾞ
	
	良・不良

	
	
	④仮付け溶接･裏当て金ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞ
	目視、溶接ｹﾞｰｼﾞ
	
	良・不良

	
	
	⑤作業環境（足場、遮風）
	要領書等との照合
	
	良・不良

	
	
	⑥天候状況
	温度計、湿度計、風速計
	
	良・不良

	
	
	⑦溶接部の検査
	外観検査、内部欠陥検査
	
	良・不良

	
	
	
	
	
	良・不良

	
	ボルト
	①受入検査
	現場軸力導入確認試験
	
	良・不良

	
	
	②摩擦接合面の確認
	目視
	
	良・不良

	
	
	③食違い・肌すき検査
	目視
	
	良・不良

	
	
	④本締め検査
	目視等
	
	良・不良


	
	
	⑤共回り・締め忘れ検査
	目視
	
	良・不良

	
	
	
	
	
	良・不良

	
	検査の結果講じた是正、改善点の措置
	
	
	
	


注1． 本報告書は、原則として工事監理者が作成して下さい。

注2． 鋼材の流通経路等欄は、ミルシート原本又は裏書ミルシートが無い場合に記入して下さい。

注3． 「鉄骨加工の状況」欄及び「工事現場における鉄骨工事の状況」欄は、該当する項目を○で囲んで下さい。

注4． 「工事現場における鉄骨工事の状況」欄における「検査を行った者」欄には、住所・氏名及び資格を記入して下さい。

注5． 工場における鉄骨加工の状況及び工事現場における鉄骨工事の状況写真を提示して下さい。

《鉄骨工事に関する注意事項》
工事施工者は下記の表示板を、建築基準法及び建設業法に基づく掲示と同様、公衆の見やすい場所に掲示して下さい。

1． 複数の工場の場合

	鉄骨加工工場名表示

	鉄骨加工工場名
	代表者名
	所在地
	認定番号

	　
	
	
	

	　
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　４５ｃｍ程度　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
2． 単独の工場の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５ｃｍ程度　
	鉄骨加工工場名表示

	鉄骨加工
工場名
	

	代表者名
	

	所在地
	

	認定番号
	



1 表示板は鉄骨加工工場が製作して下さい。

2 表示期間は鉄骨工事期間とする

3 板は鉄板、プラスチック板その他これらに類するものとし、下地は白、文字は黒とする。

建築基準法第１２条第５項に基づく鉄骨工事施工状況報告書記入要領

１　報　告　者　欄　　建築主の住所・氏名・電話番号を記入し押印して下さい。

建築主が複数の場合は全て列記して下さい。

２　報告書の作成者欄　　工事監理者の住所・氏名・資格等を記入して下さい。　
３　建築工事名称欄　　「仮称○○ビル新築工事」等の工事名称を記入して下さい。

４　建築場所欄　　確認通知書に記載された敷地の地名地番を記入して下さい。

５　構造耐力上主要　　部位欄は、柱、梁、梁端部、梁中央等を記入して下さい。

　　な部分に使用し　　鋼材の種類欄は、SS～、SM～、SN～、等を記入して下さい。

た鋼材の種類及　　鋼材の品質を証明する書類についてはJASS６（日本建築学会部位欄　　　　 　　建築工事標準仕様書・鉄骨工事編）の３節第５に規定するミ　　　　             　　　　　   

ルシート原本又は裏書きミルシート（鋼材の流通経路　　　　　　　　　 が明確になっているもの）によること　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 　　
６　鋼材の流通経路　　　上記のミルシート原本又は裏書ミルシートが提示できない場合　　　　

　　等欄　　　　　　　　は使用した鋼材のミルシートの写しを提示すると共に該当欄に　

　　　　　　　　　　　　流通経路を記入し、工事監理者の鋼材使用確認書（ミルシート

　　　　　　　　　　　　の写しに記載された鋼材を工事現場において使用した旨の確認

　　　　　　　　　　　　書）を提出して下さい。

７　工場における鉄　　

骨加工の状況欄

（１）溶接継目の部　　部材欄は、柱・梁仕口、梁・梁仕口等を記入して下さい。

位、鋼材の種類　　鋼材の種類欄は、SS～、SM～、SN～、等を記入して下さい。

及び許容応力度　　許容応力度は該当するものを○で囲んで下さい。

（２）鉄骨加工工場　　鉄骨加工工場の住所・名称、及び認定工場である場合は認定年　

　　の住所・名称欄　　月日・認定番号・グレードを記入して下さい。

（３）鉄骨加工状況　　鉄骨加工の状況について工事監理者の所見等を記入して下さい。

　　に関する所見等

８　工場における鉄　　検査結果については、原則として第三者検査会社によるものと　　　　　

　　骨溶接加工に関　　します。（鉄骨加工業者が自ら行った検査の結果は除くものと

　　する結果欄　　　　します。）

　　　　　　　　　検査は原則として外観検査及び超音波探傷検査とし、超音波探

　　　　　　　　　傷検査については、３０％程度またはJASS６第５節「溶接部

　　　　　　　　　の受入検査」方式のいずれかで実施し、検査結果の概要を記入　　

　　　　　　　　　して下さい。

９　工事現場におけ　　原則として、JASS６第１０節「工事現場施工」に基づき記入

　　る鉄骨工事の状　　して下さい。

　　況欄　　　

　　　　　　　　　なお、次の書類等を用意し提示して下さい。

（1） 建方計画書（現場）

（2） 建入れ検査報告書
（3） 現場溶接検査結果報告書（現場溶接は原則として第三者機関による全数検査とする）
（4） 現場軸力確認試験結果表
（5） ボルトミルシート
１０　その他　　　　　（ア）工事における鉄骨加工及び工事現場における鉄骨工事の写真を提示して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　なお、工事写真は国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築工事写真の取り方・建築編」等を参考とし、適切な写真を提示して下さい。

　　　　　　　　　　　（イ）建築主事が必要に応じて鉄骨加工図等の提示を求める場合もあります。
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